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平成18年１月10日、紀宝町と鵜殿村が合併して誕生した紀宝町
は、紀伊半島の南東部に位置し、北は御浜町、西は熊野市、南
は熊野川をはさんで和歌山県新宮市と接しています。総面積は
79.66ｋm2で、北西部は紀伊山地に属する山々が広く分布し、
相野谷川をはじめとする河川流域の平地には水田が開け、丘陵
地にはみかん畑が広がっています。南東部の鵜殿港周辺は、製
紙工場や製材工場が立地する工場地帯を形成しています。

紀宝町

紀宝の「宝」の文字をモチーフに、海、山、
川がもたらす恵みの豊かさをイメージしなが
ら、躍動感溢れる曲線のリズムで人と大自然
の共鳴を表現し、力強く前進し未来に飛躍し
ようとする紀宝町の活力を象徴しています。

町章

大里地区

井田地区

鵜殿・成川地区
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。
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。
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光
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町 長 あ い さ つ

紀宝町長　西 田 健

紀宝町及び鵜殿村は、町村合併により平成18年１月10日に新「紀宝町」

として生まれ変わり、「海・山・川の恵みに抱かれ、ともに輝き創造す

るまち」を新町の将来像とした、新たなまちづくりを始めました。

面積は、79.66km2で紀伊半島の南東部に位置し三重県の南玄関と

なっています。

両町村は、海・山・川の豊かな自然に恵まれ、みんながふれあい、

助け合い、明るく豊かな人間性を育んできました。今日まで、先人達の英知と努力によっ

て築き上げてこられた賜と心から感謝申し上げる次第でございます。

歴史的な背景や町民相互の交流、地域が一体となったまとまりのあるまちづくりが求め

られる中で、町民相互の融和と交流を図りながら、町民一人ひとりと行政との協働で創意

と工夫により実現していきます。

今後もまちづくり発展のために、皆様のお力添えをいただきまがら、明るく住みよい元

気な紀宝町の飛躍発展に一層の努力を重ねてまいる所存でございます。

この町勢要覧が、紀宝町の未来へのきらりと輝くまちづくりの足がかりとして皆様に役

立つことができれば幸いです。

1 きらり紀宝
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ゆ
っ
た
り
と
時
が
流
れ
る
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち

息
を
の
む
よ
う
な
絶
景
や
心
安
ら
ぐ
景
色
に
出
会
え
ま
す
。

長
い
歳
月
を
絶
え
る
こ
と
な
く

大
地
を
潤
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
の
清
流
。

現
在
、
過
去
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
て
、

ま
ち
と
人
の
心
も
潤
し
て
い
き
ま
す
。

熊野川
くまのがわ
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急
峻
な
峰
か
ら
湧
き
出
た
清
水
は
岩
を
縫
い
、

少
し
ず
つ
水
か
さ
を
増
し
、
奔
流
に
成
長
し
、

白
煙
を
上
げ
て
岸
壁
を
流
れ
落
ち
ま
す
。

辺
り
に
満
ち
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に

心
も
体
も
深
呼
吸
し
ま
す
。

の
ど
か
で
心
な
ご
ま
せ
る
里
の
風
景
を

縁
ど
る
緑
の
稜
線

ふ
る
さ
と
の
山
は
い
つ
も
変
わ
ら
な
い
姿
で

里
の
暮
ら
し
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

子ノ泊山
ねのとまりやま

飛雪
ひせつ

の滝
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加
か

持
じ

鼻
はな

王
おう

子
じ

（梶鼻王子）権
ごん

現
げん

跡
あと

伊勢路にあった数少ない拝所（王子）のひとつです。現
在、井田上野口JRガード近くにまつられている梶鼻王子
権現の元々の鎮座地だったことが『九十九王子記』や
『紀伊続風土記』などの古文書に記されています。

御
み

船
ふね

島
じま

熊野川河口にある熊野速玉大社の境内の一部で、速玉神
の遷座地とされています。毎年10月16日に行なわれる御
船祭の「早船競漕」で早船、諸手船、神幸船が島の周囲
を３周することからその名がつきました。

宣
せん

旨
じ

帰り
熊野川と切り立った岸壁の間を縫うように通って熊野に
至る川端（川丈）街道にある難所のひとつです。昔、天皇
の使者（伝使）が、川の増水で先に行くのをあきらめ、
引き返したという故事が名前の由来になっています。
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熊
野
三
山
へ
至
る
信
仰
の
道
と
し
て
古
く
か
ら
開
け
、
世
界
遺
産
に
も
な
っ
て
い
る
熊
野
古
道
。

紀
宝
町
を
通
る
古
道
の
沿
道
に
は
史
跡
が
数
多
く
残
り
、
往
時
の
熊
野
詣
の
様
子
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

世
以
降
、
熊
野
権
現
信
仰

の
広
が
り
と
と
も
に
盛
ん

に
な
っ
た
熊
野
詣
に
は
、
複
数
の

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
熊
野
の

中
心
地
、
速
玉
大
社
の
あ
る
新
宮

の
出
入
り
口
に
位
置
す
る
紀
宝
町

は
、
熊
野
詣
の
交
通
の
要
衝
と
し

て
、
伊
勢
か
ら
紀
伊
半
島
の
東
岸

を
南
下
す
る
伊
勢
路
や
熊
野
川
左

岸
を
西
に
上
る
川
端（
川
丈
）街
道
、

北
山
道
、
川
の
参
詣
道
と
呼
ば
れ

る
熊
野
川
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

史
料
が
少
な
い
た
め
、
詳
細
な
古

道
ル
ー
ト
に
関
し
て
は
諸
説
が
あ

り
ま
す
が
、
井
田
横
手
地
蔵
付
近

に
は
、
熊
野
詣
が
盛
ん
だ
っ
た
当

時
の
様
子
を
伝
え
る
史
跡
や
自
然

の
風
景
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

中

世界 遺産 

【
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
】 

光
射
す
祈
り
の
道 

熊
野
古
道 

貴
き

祢
ねが

谷
だに

社
しゃ

有名な長寛勘文（1163）に引用された熊
野神はここ貴祢谷にお祀りされていまし
た。後、新宮へ還御された様子を再現した
のが速玉大社の御船祭といわれています。

神
こうの

内
うち

神
じん

社
じゃ

子安神社とも呼ばれ、安産の神、豊漁の神とし
て古くから信仰されてきました。神殿はなく背
後の岩窟（がんくつ）を御神体とする自然崇拝
の遺風をそのまま遺しています。

井
い

田
だ

観
かん

音
のん

安政３年（1856）建立の木造の堂
宇に鎌倉時代の作と伝えられる観
音像がまつられています。この本
尊は厄落とし観音として有名です。

横
よこ

手
て

延
えん

命
めい

地
じ

蔵
ぞう

熊野古道（浜街道）の熊野灘を見下ろす見晴
らしの良い山道にあり、その昔、病気平癒の
ご利益があるとして信仰されました。地蔵前
に湧き出る水は、霊水と伝えられています。
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熊
くま

野
の

灘
なだ

朝
昼
夕
、
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
情
を
変
え
る
天
然
の
大
劇
場

群
青
の
海
原
に
向
き
合
う
と
、
自
然
の
大
き
な
懐
に
抱
か
れ
る
喜
び
に
満
た
さ
れ
ま
す
。
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南
国
の
陽
射
し
が
降
り
そ
そ
ぐ
光
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
紀
宝
町
。

遥
か
遠
く
太
平
洋
へ
と
続
く
熊
野
灘
の
雄
大
な
眺
め
が
広
が
り
、

温
暖
な
気
候
と
豊
漁
を
も
た
ら
す
黒
潮
の
恵
み
と
と
も
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

熊
野
灘
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
松
林
が
続
く
美
し
い
井
田
海
岸
は
、

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
と
し
て
全
国
に
名
高
く
、

五
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
に
訪
れ
、

生
命
の
神
秘
と
自
然
の
営
み
の
豊
か
さ
を
伝
え
ま
す
。

井
い

田
だ

海
かい

岸
がん
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し
ま
し
た
。
こ
の
水
軍
の
活
躍
で

湛
増
は
熊
野
地
方
の
実
権
を
手
中

に
お
さ
め
、
さ
ら
に
壇
ノ
浦
の
戦

い
に
も
水
軍
を
率
い
て
参
戦
し
、

海
戦
に
不
慣
れ
な
義
経
軍
に
勝
利

を
呼
び
込
み
ま
し
た
。
壇
ノ
浦
の

戦
い
の
活
躍
で
、
熊
野
水
軍
の
勇

名
は
全
国
に
と
ど
ろ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
熊
野
水
軍
の
末ま

つ

裔え
い

た
ち

は
、
海
の
武
士
団
と
し
て
南
北
朝

時
代
や
戦
国
時
代
の
戦
や
豊
臣
秀

吉
の
文
禄
・
慶
長
の
役
に
出
陣
し

ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
世

の
中
が
平
和
に
な
る
と
彼
ら
は

歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し

ま
し
た
が
、
廻
船
業
で
頭
角
を

現
し
、
海
に
生
き
る
海
人
と
し

て
の
伝
統
は
脈
脈
と
受
け
継
が

れ
て
い
き
ま
し
た
。

い
昔
か
ら
熊
野
灘
沿
海
に

暮
ら
す
人
た
ち
は
、
舟
を

操
っ
て
生
計
を
立
て
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
海
人
た
ち
の
一
大
集

団
の
ひ
と
つ
が
、
熊
野
川
河
口
に

本
拠
を
置
い
た
鵜
殿
衆
で
し
た
。

操
船
と
造
船
に
優
れ
た
技
術
を
持

っ
た
彼
ら
は
次
第
に
武
力
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
海
の
武
士
団
、
と

き
に
海
賊
と
呼
ば
れ
る
集
団
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
熊
野
の
海
人

た
ち
を
熊
野
水
軍
と
し
て
歴
史
の

表
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
の
は
熊く

ま

野の

権ご
ん

別べ
っ

当と
う

湛た
ん

増ぞ
う

で
し
た
。
当
時
、
中

央
政
権
で
権
力
を
握
っ
て
い
た
平

家
に
反
旗
を
翻
し
た
源
頼
朝
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
、
熊
野
で
反
平
家
の

の
ろ
し
を
上
げ
た
湛
増
は
、
熊
野

の
海
賊
た
ち
を
水
軍
と
し
て
組
織

鵜
殿
は
、
日
本
史
上
に
勇
名
を
馳
せ
た
熊
野
水
軍
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

源
平
の
合
戦
、
南
北
朝
の
戦
乱
な
ど
歴
史
の
重
要
な
局
面
に
活
躍
し
た

海
の
勇
者
た
ち
の
偉
業
は
、
時
代
を
超
え
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

御船祭で速玉大社の神霊を乗せた神幸船を曳航して御
旅所へと導きます。熊野水軍の小型主力軍船の形態を
伝える貴重な船として、三重県の有形民俗文化財です。

諸
もろ

手
と

船
ぶね

【
誇
り
高
き

海
の
武
士
団
の
歴
史
】

脚
光
を
浴
び
た

熊
野
水
軍

遠
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貴祢谷社の境内の一角にある墓石
群は、古代から中世にかけて熊野
川河口を本拠に、川と海の交通路
を掌握し、水軍の将、神官、御師、
問丸、荘司と幅広い活躍をした鵜
殿氏一問の墓と伝えられています。

鵜
う

殿
どの

氏
し

一
いち

門
もん

の墓
ぼ

石
せき

群
ぐん

今から700～800年前に鵜殿氏によって築かれ
た小規模の城跡です。城郭の周囲を土手状に
積み上げた掻上式土塁という方法で築かれ、
典型的な中世の山城の特徴を備えています。

鵜
う

殿
どの

城
じょう

趾
し



宝暦９年（1759）、瑞泉寺
の僧が、廻船衆の安全と難
所の熊野川河口の出入りの
無事を祈願して建立したも
のを、文化11年（1814）、
同寺の僧哲山が再興したも
ので、「海上安全」の文字
が刻まれています。

宝
ほう

篋
きょう

印
いん

塔
とう

永
久

と

わ

の

輝
き

史
跡
は
ま
ち
の
歩
み
を
伝
え
る
証
人
で
す
。

社
寺
や
石
造
物
な
ど
の
文
化
財
を
前
に
耳
を
す
ま
せ
ば

先
人
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

紀宝Column◆文化財

製
紙
工
場
の
北
に
あ
る
宝
篋
印

塔
は
、
熊
野
川
と
深
く
結
び
つ
い

て
き
た
紀
宝
町
の
歴
史
を
伝
え
る

史
跡
で
す
。
熊
野
川
河
口
の
鵜
殿

浦
は
、
新
宮
と
と
も
に
江
戸
や
上

方
へ
物
資
を
運
ぶ
廻
船
基
地
と
し

て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
廻
船

業
者
た
ち
が
、
通
航
の
難
所
だ
っ

た
熊
野
川
河
口
の
祈
祷
と
海
上
安

全
祈
願
の
た
め
に
建
立
し
た
石
塔

が
宝
篋
印
塔
で
、
塔
の
下
に
小
石

に
経
を
記
し
た
石
経
三
千
個
を
埋

め
た
こ
と
が
「
熊
野
年
代
記
」
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

、
山
、
川
の
自
然
と
向
き

合
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
紀

宝
の
人
々
は
、
自
然
に
対
す
る

畏い

敬け
い

の
念
を
常
に
忘
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
思
い
を
伝
え
る
の
が

町
内
に
数
多
く
残
る
社
寺
で
す
。

鵜
殿
地
区
に
分
散
し
て
い
た
神
社

を
合
祀
し
た
烏
止
野
神
社
、
熊
野

速
玉
大
社
の
摂
社
と
伝
え
ら
れ
る

貴
祢
谷
社
、
熊
野
三
仏
の
ひ
と
つ

を
ま
つ
る
平
尾
井
薬
師
な
ど
、
い

ず
れ
も
自
然
の
息
吹
に
満
ち
た
荘

厳
な
雰
囲
気
が
往
時
の
面
影
を
と

ど
め
て
い
ま
す
。

海

10

神内神社の社域にそびえる巨岩で、スギやヒノキなど
の古木のなかに鎮座し、厳かな雰囲気を醸し出してい
ます。

ゴトヒキ岩

紀宝町鮒田地区は、熊野別当の子で源義経の腹心、武
蔵坊弁慶の出身地と伝えられ、弁慶の生家の庭にあっ
たという楠の跡に石碑が建てられ、弁慶の伝説を伝え
ています。

弁
べん

慶
けい

産
うぶ

屋
や

の楠
くす

跡
あと



明治40年（1907）に鵜殿地区の各所にあった社殿を合
わせてまつったもので、天照皇大神をはじめ七神を祭
神としています。神社を取り囲む宮山と呼ばれる20ア
ールの森は約70種の草樹が自生する珍しい暖帯林で、
町指定の文化財になっています。この森に生えるオガ
タマノキを食草にして繁殖するミカドアゲハ（蝶）が生
息しています。

烏
う

止
ど

野
の

神
じん

社
じゃ

11 きらり 紀宝

瑠璃色の瓦葺きの屋根に、朱塗りの柱が華麗なお堂に
は、熊野三仏のひとつに数えられる薬師如来像がまつ
られています。伝承では、11世紀に白河法皇が熊野三
山に御幸された際、相野谷の地に薬師堂の建立を勅願
して建立されたものです。

平
ひら

尾
お

井
い

薬
やく

師
し
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自然ふ化が難しい場所に産卵した卵を保護
し、小学校のふ化場で人工ふ化した子ガメ
を、毎年海に放しています。

井田小学校の
ウミガメ保護活動
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年度別ウミガメ上陸頭数（井田海岸） 

産 卵

守りつづける 
　の輝き 

守りつづける 
　の輝き 

【ウミガメ保護活動保護活動】 【ウミガメ保護活動】 

ウミガメが卵を産むときに流す涙のように、自然は命の輝きで満ちています。
紀宝町はかけがえない命を大切に守り続けてきたまちです。



年
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
産

卵
に
訪
れ
る
紀
宝
町
。
希

少
種
と
な
り
つ
つ
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ

を
保
護
し
未
来
へ
と
継
承
し
て
い

く
た
め
に
、
昭
和
63
年
、
全
国
初

と
な
る
町
独
自
で
の
「
ウ
ミ
ガ
メ

保
護
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
多
く
の
人
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
か
け
が
え
の
な

い
自
然
の
輝
き
を
町
内
外
広
い
範

囲
で
守
っ
て
い
き
た
い
ね
。」
と
ウ

ミ
ガ
メ
保
護
監
視
員
の
萩
野
さ
ん

は
熱
い
想
い
を
語
り
ま
す
。
ウ
ミ

ガ
メ
保
護
監
視
員
の
活
動
は
、
産

卵
期
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
卵
の

保
護
な
ど
。
ウ
ミ
ガ
メ
を
通
じ
て

自
然
保
護
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

自
然
の
輝
き
を
守
る

毎

平成18年11月18日から３日間、熊野・七里
御浜地方を開催地に全国トップレベルのウ
ミガメ研究会議が行われました。

第17回全国ウミガメ会議

ウミガメ保護・啓発活動の拠点施設です。
ウミガメの水槽や資料館などがあり、ウミ
ガメについて深く学べます。

ウミガメ公園

（昭和63年7月1日施行）
第1条（目的）
この条例は、ウミガメが本町の豊
かな自然環境を構成する貴重な野生
生物であり、かつ、学術的及び文化
的価値を有するものであることにか
んがみ、町及び町民等（町民及び滞
在者をいう）が一体となってその保
護を図り、もって将来の町民に、こ
れを共有の資産として継承すること
を目的とする。

紀宝町ウミガメ保護条例

ウミガメ
保護監視員

萩野進也さん
Shinya  Hagino

放 流

13 きらり 紀宝

ふ 化

保 護



14

康
文
化
の
ま
ち
推
進
会
議
町
民
部
会
に
は
、「
花

づ
く
り
部
会
」「
森
林
浴
里
山
道
整
備
部
会
」

「
山
歩
き
部
会
」「
音
楽
療
法
部
会
」「
生
ご
み
部
会
」「
健

康
体
操
部
会
」
の
六
つ
の
部
会
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
健

康
体
操
部
会
に
所
属
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
作
っ
た
「
う
み
が
め
ビ
ク
ス
」
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
か
ら
、
踊
り
を
通

じ
て
世
代
間
交
流
、
地
域
間
交
流
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
紀
州
舞
踊
隊
が
発
足
し
、
年
齢
層
も
様
々
な
百
六
十
名

ほ
ど
が
参
加
・
活
動
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
時
な

ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
感
動
や
達
成
感
を
世
代
を

超
え
て
共
有
で
き
る
の
は
得
が
た
い
経
験
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
目
標
と
し
て
は
、
健
康
体
操
部
会
で
は
、「
う
み
が

め
ビ
ク
ス
」
の
曲
に
鵜
殿
の
風
景
を
取
り
入
れ
た
歌
詞
を

つ
け
て
、
新
た
に
Ｃ
Ｄ
を
製
作
し
た
い
で
す
。
舞
踊
隊
と

し
て
は
、
紀
州
舞
踊
隊
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
町
民

グ
ル
ー
プ
の
活
動
も
盛
ん
に
し
て
、
喜
び
に
満
ち
溢
れ
た

地
域
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

14

紀
宝
町
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
魅
力
と
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
に
し
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
ん
な
、
み
な
さ
ん
の
き
ら
り
と
光
る
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
体
操
や
創
作
舞
踊
を
通
じ
て

世
代
間
交
流
、
地
域
間
交
流
を

健

紀宝町健康文化のまち推進会議　町民部会

【廣畑 勝也さん】
紀宝町健康文化のまち推進会議町民部会部会長を務めるほ
か、紀州舞踊隊のメンバーとしてイベントなどで活躍中。

き
ら
ら 

  
紀
　
人 

き
ほ
う
び
と 
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好
き
が
集

ま
っ
て
種

ま
き
か
ら
育
苗
、

植
栽
、
手
入
れ
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー

は
四
十
七
名
で
、
毎
月
二
回
、
花
の
手
入
れ
と

毎
日
交
代
で
水
や
り
を
し
て
い
ま
す
。
花
壇
が

十
五
ヵ
所
あ
る
の
で
管
理
は
大
変
で
す
が
、
ま

い
た
種
が
芽
を
出
し
、
成
長
し
て
開
花
し
、
そ

れ
を
み
な
さ
ん
に
褒
め
て
い
た
だ
く
と
き
は
感

動
し
ま
す
。
水
や
り
を
協
力
し
て
く
れ
る
花
好

き
の
人
の
輪
が
広
が
り
、
た
く
さ
ん
の
花
が
も

て
な
す
ま
ち
と
し
て
新
紀
宝
町
の
お
役
に
少
し

で
も
立
て
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

うどの地区花作りグループ

大田 芳男 さん

花 好 き の 輪 を 広 げ 、 紀 宝 を 花 の ま ち に

宝
み
ど
り
の
少
年
隊
は
、
鵜
殿
小
学
校

の
四
〜
六
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、

「
少
年
自
然
の
家
」
な
ど
で
の
宿
泊
活
動
や
湯

ノ
口
（
北
山
川
）
野
外
宿
泊
活
動
、
植
樹
な
ど

を
行
い
、
自
然
に
親
し
み
、
自
然
と
緑
の
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
大
切
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す

る
の
で
、
無
事
に
行
事
が
終
え
ら
れ
る
よ
う
安

全
に
は
人
一
倍
気
を
遣
い
ま
す
。
現
在
は
鵜
殿

小
学
校
の
児
童
だ

け
が
対
象
な
の
で
、

こ
の
活
動
を
町
内

の
小
学
校
に
も
広

げ
て
い
け
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

紀宝みどりの少年隊

川島 功 さん

自 然 体 験 を 通 じ 、 緑 を 愛 す る 心 を 育 む

た
る
を
守
る
会
で
は
、
約
三
十
名
の
会

員
が
地
域
担
当
係
や
飼
育
増
殖
係
、
出

前
授
業
・
研
究
係
な
ど
役
割
分
担
し
て
ホ
タ
ル

の
保
護
や
増
殖
、
自
然
保
護
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
ホ
タ
ル
飼
育
小
屋

を
建
設
し
、
町
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ホ
タ

ル
の
増
殖
や
研
究
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
け
な

い
か
検
討
中
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
ホ
タ
ル
の

美
し
さ
や
は
か
な
さ
、
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
く
と
と
も
に
、

「
ホ
タ
ル
が
飛
び
交

い
、
文
化
の
薫
る

美
し
い
ま
ち
」
を

作
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

ほたるを守る会　会長

矢熊 敏男 さん

ホ タ ル を 通 じ て 自 然 に 親 し ん で ほ し い

花

ほ

紀
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然
と
と
も
に
生
き
る
紀
宝

町
で
は
季
節
の
伝
統
行
事

が
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
紀
宝

町
の
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
は
秋
。
十

月
十
四
日
か
ら
催
さ
れ
る
熊
野
の

秋
の
風
物
詩
、
新
宮
速
玉
大
社
の

御
船
祭
に
鵜
殿
地
区
は
諸
手
船
で

参
加
し
ま
す
。
十
一
月
二
十
三
日

別名「子安神社」として古くから信仰され
る神内神社の例祭で11月23日に催されます。
厄払い神事や玉串奉てん、巫女姿の児童に
よる浦安の舞の奉納などが行われます。

神内神社秋まつり

受
け
継
が
れ
る
想
い

自

に
鵜
殿
地
区
で
催
さ
れ
る
う
ど
の

ま
つ
り
は
郷
土
芸
能
が
勢
ぞ
ろ
い
。

子
ど
も
た
ち
が
引
く
諸
手
船
山
車

を
古
式
ゆ
か
し
い
ハ
リ
ハ
リ
踊
り

が
盛
り
上
げ
ま
す
。
町
内
の
各
神

社
で
も
豊
作
に
感
謝
し
て
秋
祭
り

が
行
わ
れ
ま
す
。

平尾井踊り

浦安の舞

井田ほうき踊り
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紀宝町は、住民の、住民による、住民のためのイベントが盛りだくさんです。
内容も充実のイベントは、いまやまちの風物詩。

イベントの訪れとともに巡る季節を感じ、地域に暮らす幸せを満喫できます。

「見る、食べる、遊ぶ、買う」をテーマに
10月中旬に開催される紀宝町最大のイベ
ント。アーティストのコンサートや地元の
太鼓グループなどのステージに、屋台やバ
ザーなども出て、会場の鵜殿港は大勢の人
で賑わいます。

紀宝港
みなと

フェスティバル

宝
町
の
一
年
は
、
四
季

折
々
に
催
さ
れ
る
楽
し
く

活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
華
や
か

に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
、

ま
ち
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、
紀
宝
港

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
一
年
を
締
め
く
く
る
の
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
町
を
華
や

か
に
彩
る
光
の
祭
典
ｉｎ
紀
宝
。
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
す

る
ま
ち
を
あ
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

集
ま
っ
た
人
々
の
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
、
ま
ち
全
体
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

元
気
は
じ
け
る

紀
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田代公園ふるさと資料館周辺が約16万個の電球のイルミ
ネーションで彩られる、紀宝の冬の風物詩です。

光の祭典in紀宝

10月下旬～11月上旬に名瀑「飛
雪の滝」前の広場で開催される
イベントで、太鼓演奏など郷土
芸能の舞台や地元産農産物の販
売、模擬店、あまご釣り、ゲー
ムなど終日、多彩な催しが繰り
広げられます。

浅里滝まつり



資料館・飼育棟　
     9:00～17:00　

　入館料：無料  

　　　　　　　　
  0735-32-3686　

   12/31・1/1 

物産館　     8:30～
19:00 　  0735-3

3-0300　   年中無
休 

【インフォメーション】 　  通年（要予約）・午前10時集合で約5時間の体験 

  　料金：5,000円（昼食つき）　　0735-21-0314（熊野川体感塾） 

20

道の駅
 

ウミガ
メ 

公園公園
 

道の駅
 

ウミガ
メ 

公園
 

世界遺産世界遺産 

熊野川熊野川を
 

まるごと
体感体感 

世界遺産 

熊野川を
 

まるごと
体感 

海
、
山
、
川
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で
き

五
感
が
フ
ル
に
刺
激
さ
れ
る

遊
び
と
見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「三
さん

反
たん

帆
ぽ

の川舟乗船」や「熊

野古道の散策」、「えびかき体

験」などの川遊びで「熊野川」

をまるごと体感しよう！

国道42号沿いにあるアカウミガ

メの保護・啓発活動の拠点で、

飼育棟ではガラス張りのプール

にいるウミガメを観察できます。
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宝
町
の
最
高
峰
、
標

高
九
〇
六
・
七
メ
ー

ト
ル
の
子
ノ
泊
山
の
山
頂
を

目
指
す
一
六
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
健
脚
向
け
コ
ー
ス
で

す
。
途
中
、「
子
親
の
滝
」

や
ス
リ
リ
ン
グ
な
切
り
立
っ

た
岩
場
の
「
牛
の
背
」
な
ど

絶
景
ポ
イ
ン
ト
も
い
っ
ぱ
い

で
す
。
山
頂
か
ら
は
、
南
に

熊
野
灘
、
北
に
熊
野
川
と
十

津
川
の
山
並
み
を
一
望
で
き

ま
す
。

紀

子ノ泊山トレッキングコース

紀
州
十
名
山
の
ひ
と

つ
で
標
高
は
三
六

二
・
一
メ
ー
ト
ル
。
五
つ
あ

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
ど

れ
も
初
心
者
向
け
で
す
が
、

な
か
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
前

か
ら
井
田
観
音
前
を
通
っ
て

い
く
上
り
の
ゆ
る
や
か
な
コ

ー
ス
が
お
す
す
め
で
す
。
平

見
の
池
や
四
つ
の
平
た
い
石

が
並
ん
だ
「
担
い
石
」
を
経

て
山
頂
へ
。
展
望
台
か
ら
の

眺
め
も
ば
つ
ぐ
ん
で
す
。

東

大烏帽子山ハイキングコース

ハイキングコース 体験
！ 

紀宝の海と山の幸と人々の知恵と技が合体して生まれた特産物は、
味わってよし、眺めてよし。
紀宝のエッセンスがたっぷりつまっています。

紀宝の特産品  

釜揚げしらす 無農薬玄米酢 紀宝梅

ナメコ なれずし

紀和牛

和菓子

みかん

コチョウ蘭

き

ほ

う

 

ゆ

う

ぎ
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心
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
紀
宝
町
に
は
、

ま
ち
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や

住
民
の
芸
術
・
文
化
活
動
の
拠
点
に
な
る
生
涯
学
習
施
設
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

昔、熊野川を往来した屋形舟をイメー
ジして木をふんだんに使った外観が目
印です。館内には、昔の暮らしぶりを
伝える民具や農具、埋蔵文化財、産業
器具など約500点がテーマ別に展示さ
れています。陶芸などができる伝承ホ
ール、茶道やいけばな、パソコン教室
などに利用できる和室、パネルギャラ
リーなどがあります。

ふるさと資料館「みどりの里」

き
ら
め
き
の

場
所
へ

紀宝Column◆町内活動施設

に
、
住
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
の

が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
す
。
体
を
動

か
す
喜
び
や
仲
間
、
地
域
と
の
連

帯
感
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

心
身
を
健
や
か
に
す
る
ス
ポ
ー
ツ

を
、
体
力
や
年
齢
、
興
味
や
目
的

に
応
じ
、
い
つ
で
も
身
近
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
町
内

に
は
鵜
殿
運
動
場
な
ど
の
施
設
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

充
実
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
拠
点
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
住

民
の
活
動
が
、
文
化
の
薫
り
高
く
、

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て

い
ま
す
。

イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観

の
多
様
化
に
伴
い
、
住
民

の
文
化
活
動
も
多
彩
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
新

し
い
住
民
文
化
の
創
造
と
地
域
文

化
の
伝
承
・
発
展
を
図
っ
て
い
く

た
め
の
中
核
と
な
る
の
が
町
の
文

化
施
設
で
す
。
紀
宝
町
に
は
、
町

立
鵜
殿
図
書
館
、
ふ
る
さ
と
資
料

館
「
み
ど
り
の
里
」、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
「
ま
な
び
の
郷
」
な
ど

の
施
設
が
あ
り
、
豊
か
な
文
化
的

環
境
を
創
造
し
て
い
ま
す
。

真
に
豊
か
な
生
活
を
営
む
た
め

に
不
可
欠
な
文
化
活
動
と
と
も

ラ
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平成16年４月に鵜殿地区に開館した生涯学習センターです。音
楽会や講演会などが開催できる500人収容のきらめきホール、
バンドの練習ができるスタジオ、ダンスや踊りの練習に最適の
壁面が鏡張りの練習室、木工や陶芸ができる創作工房、お茶席
が開ける和室、調理室、パソコンコーナーがあり、だれでも利
用できます。

生涯学習センタ－「まなびの郷」

鵜殿地区の中央高台にあり、３万８千冊の書籍を所蔵していま
す。１階は一般閲覧室と児童コーナー、２階は研修室になって
います。本の貸出や予約はインターネットを通じて申し込め、
町役場をはじめ最寄りの町施設で受け取れます。

鵜殿図書館

多目的グラウンドや体育館、剣道場、人工芝コートの
テニスコートを備えた総合運動施設で、うどのスポー
ツクラブをはじめ、住民のスポーツ活動やスポーツを
通じた地域住民の場として広く利用されています。

鵜殿運動場
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紀
宝
町
、
旧
鵜
殿
村
の

海
・
山
・
川
の
恵
ま
れ
た

自
然
と
、
豊
か
な
土
地
柄
に
育
ま

れ
た
産
業
と
明
る
く
温
か
い
人
間

性
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、
両
町
村
の
合
併
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
し
て
、
互
い
に
協
調

し
な
が
ら
、
創
意
と
工
夫
で
コ
ン

パ
ク
ト
な
な
か
に
き
ら
り
と
輝
く

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
通
し

て
住
民
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
可

能
性
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

す
べ
て
の
住
民
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て

輝
け
る
ま
ち
に

旧
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を
熊
野
灘
、
西
は
子
ノ
泊

山
、
北
は
大
地
山
を
含
む

山
系
に
囲
ま
れ
、
総
面
積
七
六
・

七
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、

約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
で
す
。

町
内
に
は
世
界
遺
産
登
録
の
熊
野

参
詣
道
が
通
り
、
井
田
海
岸
は
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
恵
ま
れ
た
気
候

風
土
に
よ
り
、

農
林
水
産
物
の

宝
庫
で
米
や
ミ

カ
ン
な
ど
が
特

産
物
で
す
。

紀
宝
町

重
県
の
南
端
、
熊
野
川
が

太
平
洋
に
流
れ
込
む
河
口

に
位
置
し
、
総
面
積
は
二
・
八
八

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
人
口

は
約
五
千
人
で
、
〇
歳
か
ら
十
四

歳
ま
で
の
年
少
人
口
の
割
合
が
高

い
の
が
特
徴
で
す
。
海
と
川
に
恵

ま
れ
た
立
地
か
ら
、
祖
先
は
熊
野

水
軍
と
し
て
活
躍
し
た
歴
史
を
持

ち
、
現
在
は
、

港
湾
の
立
地

を
生
か
し
た

工
業
、
流
通

業
、
漁
業
が

盛
ん
で
す
。

鵜
殿
村

―
新
た
な
紀
宝
町
創
り
―

旧
町
村
の
紹
介

東

三
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●紀宝町総合防災訓練

きらりと輝く
まちづくり
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候
が
温
暖
で
風
光
明
媚
な
紀

宝
町
は
、
住
環
境
と
し
て
は

理
想
的
な
場
所
で
す
。
し
か
し
、
豊

か
な
自
然
は
、
と
き
に
大
き
な
災
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
近
い
将
来
、
東

南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
も
予
測
さ

れ
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

く
防
災
体
制
の
充
実
と
と
も
に
、
熊

野
市
消
防
署
と
消
防
団
の
連
携
に
よ

る
消
防
・
救
急
体
制
の
整
備
を
図
り
、

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
の
快
適
性
、
利
便
性
を

高
め
る
生
活
基
盤
整
備
で
は
、
道
路

網
や
公
共
交
通
機
関
の
整
備
と
と
も

に
、
情
報
の
共
有
化
や
交
流
に
活
用

で
き
る
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

●田代公園

●自主防災

●町民バス

生
活
環
境

災
害
に
強
く
、
便
利
で

安
ら
げ
る
環
境
を
整
備

気
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●健康まつり

きらりと輝く
まちづくり
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子
高
齢
化
の
進
行
を
背
景
に
、

高
ま
る
住
民
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
子
育

て
に
関
わ
る
相
談
・
支
援
体
制
を
整

え
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
と
と
も

に
、
高
齢
者
福
祉
で
は
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
や
在
宅
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

紀
宝
町
を
長
寿
の
ま
ち
に
す
る
た

め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
し

て
健
康
づ
く
り
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
野
谷
診
療
所
と

紀
南
病
院
の
連
携
を
核
に
、
健
康
増

進
か
ら
予
防
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
ま

で
一
貫
し
た
地
域
医
療
体
制
の
確
立

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ぬ
く
も
り
と
や
さ
し
さ
が
誘
う
、

健
や
か
で
心
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●保健センター

●乳幼児健診

●デイサービス

保
健
福
祉

地
域
で
互
い
に
助
け
合
う

や
さ
し
さ
を
育
む

少
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●鵜殿港

きらりと輝く
まちづくり
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ま
れ
た
地
形
風
土
を
生
か
し

た
農
林
水
産
業
が
紀
宝
町
の

基
幹
産
業
で
す
。
温
暖
な
気
候
の
も

と
で
営
ま
れ
る
農
業
は
、
水
稲
と
田

代
地
区
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
農
園
で
生
産

さ
れ
る
セ
ミ
ノ
ー
ル
種
み
か
ん
な
ど

か
ん
き
つ
類
が
主
産
品
で
す
。
豊
か

な
森
林
資
源
を
生
か
し
て
、
ナ
メ
コ

栽
培
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
鵜
殿
港

を
拠
点
と
す
る
漁
業
も
盛
ん
で
す
。

ま
た
、
農
林
漁
業
体
験
な
ど
体
験
型
観

光
の
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

製
紙
、
製
材
の
工
場
が
操
業
す
る

港
湾
エ
リ
ア
で
は
、
立
地
を
生
か
し

た
産
業
振
興
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
紀
宝
町
商
工
会
と
連
携
し
て
商

工
業
の
活
性
化
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
、
賑
わ
い
あ
る

産
業
・
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

●みかん栽培風景

産
業
振
興

産
業
が
導
く

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
活
気

●製紙工場

●水揚げ風景

恵
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●スポーツ少年団

きらりと輝く
まちづくり
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ち
の
将
来
を
背
負
っ
て
立
つ

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
ま
ち

ぐ
る
み
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。
学
校

で
は
生
き
る
力
を
育
む
と
と
も
に
、

情
報
化
、
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
授
業
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
招
致
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

活
動
や
野
外
活
動
な
ど
地
域
で
学
ぶ

機
会
を
設
け
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で

い
ま
す
。

学
び
が
大
切
な
の
は
大
人
も
同
じ

で
す
。
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る
生

涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
に
な
る

歴
史
や
文
化
、
伝
統
芸
能
の
継
承
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
、

歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り

●ALT授業風景

●昔あそび体験

●ブックスタート

教
育
文
化

学
び
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

連
帯
と
郷
土
愛
を
育
て
る

ま
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方
分
権
推
進
一
括
法
の
施
行

に
と
も
な
っ
て
地
方
自
治
体

へ
の
分
権
が
進
む
に
つ
れ
、
住
民
に

も
自
治
の
結
果
と
し
て
の
自
己
決
定
、

自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
住
民
が
主
体
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
づ
く

り
を
住
民
と
協
働
で
行
え
る
よ
う
に

情
報
の
公
開
や
共
有
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
自
治
会
や
地
域
組
織
な
ど

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

町
政
の
指
針
と
な
る
予
算
や
条

例
を
審
議
す
る
紀
宝
町
議
会
は
住

民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
十
五
名
の

議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

正
な
開
か
れ
た
議
会
で
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

●議会風景（議会側）

自
分
た
ち
の
手
で
創
る

住
み
よ
い
ま
ち

きらりと輝く
まちづくり

地

賑わい集い　みんなが主役主役のまちづくり みんなが主役のまちづくり 
に ぎ 
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●議会風景（行政側）

●役場本庁舎

●役場分庁舎

議会行政

賑わい集い　　みんなが主役のまちづくり 賑わい集い　
に ぎ に ぎ 



熊　野　灘  

ウミガメ公園 

至 松阪・ 
　 名古屋 

諸手船 

製紙工場 

宝篋印塔 

役場本庁舎 

烏止野神社 

鵜殿城趾 

鵜殿氏一門の 
墓石群 

まなびの郷 

鵜殿小 

鵜殿 
図書館 

中央公園 

加持鼻王子 
権現跡 

鵜殿港 

JR鵜殿駅
 

貴祢谷社 

JR紀伊井田駅 

井田観音 

井田小 

井
田
海
岸 

七
　
里
　
御
　
浜 

横手延命地蔵 

鵜殿体育館 

福祉センター 

開港碑 
開道碑 

鵜殿運動場 

鵜殿地区詳細マップ 

美しい水と緑に囲まれ、いにしえのロマンが息づく紀宝町。 
人と自然と歴史と文化が織りなす魅力に触れに 
まちの探検に出かけてみませんか。 

K I H O  M A P
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保健センター 

神内神社 
（子安神社） 

役場分庁舎 

矢渕中 JR鵜殿駅 

鵜殿地区詳細マップ 

熊野川 JR 
新宮駅 

三反帆 

至 
那智勝浦・ 
　 和歌山 

成川小 
御船島 

弁慶産屋の 
楠跡 

布引の滝 

明和小 

飛雪の滝 
キャンプ場 

飛雪の滝 

宣旨帰り 

ゴトヒキ岩 

子ノ泊山 

牛の背 

大里親水 
公園 

大里自然 
プール 

大烏帽子山 

平尾井薬師 

女郎ヶ峰 

ふるさと資料館 
「みどりの里」 

田代公園 

神内小 

相
野
谷
川 

紀南特別養護 
老人ホーム 
「宝寿園」 

神内福祉センター 

田代体育館 

深田運動場 

相野谷 
診療所 

相野谷小 

相野谷中 

熊　野　市 
御　浜　町 

紀 

勢 

本 

線 

熊 

野 

川 
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齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社

会
参
加
の
促
進
の
た
め
に
、
鵜

殿
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
農
作
業

に
親
し
め
る
農
園
で
、
様
々
な
年
齢
層

の
人
や
団
体
と
交
流
を
深
め
ら
れ
る
多

世
代
交
流
広
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
主
に
国
土
交
通
省
の
道

路
緑
化
用
の
花
苗
な
ど
を
水
耕
栽
培
な

ど
で
生
産
し
て
い
ま
す
。

高
九
〇
六
・
七
メ
ー
ト
ル
の
子

ノ
泊
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
、「
一
の
滝
」「
二
の
滝
」「
三
の
滝
」

「
四
の
滝
」
を
巡
る
ミ
ニ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
の
合
流
地
点
付
近
に
あ
る
岩
場

で
す
。
長
い
歳
月
を
か
け
て
自
然
が
造
形

し
た
切
り
立
っ
た
岩
場
の
道
幅
は
わ
ず
か

一
メ
ー
ト
ル
。
人
一
人
が
歩
く
の
が
や
っ

と
で
、
そ
こ
に
立
て
ば
、
名
前
の
由
来
通

り
、
牛
の
背
中
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
ス

リ
リ
ン
グ
な
感
覚
が
体
験
で
き
ま
す
。

世
に
紀
宝
町
一
帯
を
支
配
し
た

鵜
殿
氏
が
鵜
殿
城
を
築
い
た
、

矢
渕
ふ
れ
あ
い
の
森
遊
歩
道
沿
い
の
小
高

い
丘
の
頂
上
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
展
望
台

か
ら
は
、
鵜
殿
地
区
の
街
並
み
が
見
渡
せ

る
ほ
か
、
鵜
殿
港
、
熊
野
川
河
口
や
太
平

洋
も
一
望
で
き
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
日

の
出
を
見
る
の
に
も
絶
好
の
場
所
で
す
。

隣
接
す
る
鵜
殿
城
趾
は
、
南
北
朝
時
代
に

北
朝
方
に
つ
い
た
鵜
殿
氏
が
南
朝
方
と
戦

い
を
繰
り
広
げ
た
戦
場
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
絶
景
を
堪
能
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
鵜
殿
地
区
の
歴
史
に
触
れ
ら

れ
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

あ
行

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
の
こ
と
。

新
し
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
”新

“紀
宝
町
で

注
目
の
話
題
や
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

生
き
が
い
農
園

牛
の
背

高

標

鵜
殿
城
趾
展
望
台

中
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成
三
年
三
月
に
鵜
殿
地
区
の
町

並
み
を
一
望
で
き
る
見
晴
ら
し

の
よ
い
高
台
の
堤
谷
地
内
に
完
成
し
ま
し

た
。総
面
積
は
三
千
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
。

公
園
中
央
に
は
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
諸
手
船
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
立
っ
て

い
ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
サ
ク
ラ
を
は
じ

め
樹
木
が
多
く
、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上

旬
に
か
け
て
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
満
開
に

な
り
、
町
内
屈
指
の
桜
の
名
所
と
し
て
多

く
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
す
。
サ
ク
ラ
の
花

が
終
わ
る
と
ツ
ツ
ジ
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎

え
、
初
夏
に
は
ア
ジ
サ
イ
の
花
も
見
ら
れ

る
な
ど
、
季
節
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
子

ど
も
が
遊
べ
る
ブ
ラ
ン
コ
も
あ
り
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
憩
い
の
空
間

で
す
。

野
川
の
支
流
、
相
野
谷
川
上
流

の
大
里
地
区
に
作
ら
れ
た
親
水

公
園
で
す
。
園
内
に
は
自
由
広
場
、
せ
せ

ら
ぎ
水
路
、
桜
広
場
な
ど
が
自
然
の
地
形

を
利
用
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

山
の
緑
も
豊
か
で
、
森
林
浴
を
し
な
が
ら

ハ
イ
キ
ン
グ
も
楽
し
め
る
、
水
と
緑
が
い

っ
ぱ
い
の
癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
春
は

満
開
の
サ
ク
ラ
が
楽
し
め
、
夏
は
川
を
せ

き
と
め
て
作
ら
れ
る
自
然
の
プ
ー
ル
が
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
地
引
網
、
ミ
カ

ン
畑
、
鵜
殿
港
な
ど
紀
宝
町
ゆ

か
り
の
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
健
康
体
操
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
よ

う
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
体
を

楽
し
く
動
か
せ
る
体
操
と
し
て
、
健
康
文

化
の
ま
ち
推
進
会
議
町
民
部
会
に
よ
っ
て

考
案
さ
れ
ま
し
た
。
紀
宝
町
の
ま
ち
の
歌

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
紀
宝
マ
イ
タ

ウ
ン
」
の
音
楽
に
合
わ
せ
た
振
り
付
け
の

な
か
に
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
動
作
な
ど
を
ま

ね
た
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
で
は
す
っ
か
り
町
の
体
操
と

し
て
定
着
し
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど

に
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

月
第
二
・
第
四
日
曜
日
の
午
前
中

に
、
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
開
催
さ
れ
る
朝
市
で
、
今
年
で
十
三

年
目
を
迎
え
ま
す
。
地
元
農
家
が
作
っ
た

朝
採
り
の
野
菜
や
、
と
れ
た
て
の
新
鮮
な

魚
や
花
樹
の
苗
木
な
ど
が
並
び
ま
す
。
新

鮮
な
野
菜
な
ど
が
手
に
入
る
と
あ
っ
て
、

毎
回
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
売

り
手
を
務
め
る
生
産
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
の
も
人
気
の
秘
密
で
す
。

内
神
社
の
別
名
で
、
古
く
か
ら

子
授
け
と
安
産
に
ご
利
益
が
あ

る
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
今
も
町
内
は
も
と

よ
り
遠
方
か
ら
参
詣
に
訪
れ
る
人
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
、
境
内

を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
根
元
に
し
っ

か
り
と
岩
を
抱
い
た
橘
の
大
樹
が
そ
び
え

て
い
ま
す
。
母
が
幼
子
を
抱
い
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
安
産
樹
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
乾
い
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
は
樹
が
岩
を
抱
く
く
ぼ
み
に

水
が
溜
ま
っ
て
い
て
、
参
拝
に
訪
れ
た
人

は
、
そ
こ
に
お
賽
銭
を
投
じ
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
石
段
を
登
っ
た
拝
殿
に
は
安
産

や
子
宝
に
恵
ま
れ
た
お
礼
の
言
葉
が
書
か

れ
た
よ
だ
れ
掛
け
が
多
数
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。

か
行

た
行

中
央
公
園

平

大
里
親
水
公
園

熊う
み
が
め
ビ
ク
ス

ア

紀
宝
朝
市

毎

子
安
神
社

神
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な
行

メ
コ
は
、
高
地
に
自
生
す
る
ブ

ナ
の
倒
木
に
生
え
る
高
級
食
用

キ
ノ
コ
で
、
粘
り
の
あ
る
独
特
の
食
感
が

特
長
で
す
。
平
尾
井
・
井
内
地
区
で
は
、

ナ
メ
コ
の
人
工
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
定
の
温
度
と
湿
度
が
保
た
れ
た
ク
リ
ー

ン
な
生
産
工
場
内
で
生
産
さ
れ
た
ナ
メ
コ

は
、
真
空
パ
ッ
ク
に
詰
め
ら
れ
て
、
一
年

を
通
じ
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
荷
さ
れ
、

紀
宝
町
の
特
産
品
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
栽
培
の
様
子
は
、
ま
ち
か
ど
博
物

館
の
「
紀
宝
き
の
こ
博
物
館
」
で
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
谷
の
渓
流
沿
い
に
山
に
入
り
、

弁
慶
産
湯
、
矢
筈
の
滝
、
行
滝
な

ど
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
を
経
て
、
徒
歩
で
約

三
十
分
ほ
ど
行
っ
た
展
望
の
開
け
る
場
所

に
あ
る
滝
で
す
。
落
差
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
七
メ
ー
ト
ル
で
、
県
道
か
ら
ほ
ど
近

い
場
所
に
あ
る
滝
と
し
て
は
大
型
で
す
。

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
景
観
情
報
及
び
防
災
情
報
映
像

配
信
」
事
業
と
し
て
、
町
内
各
地
に
防
災

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
防
災
監
視
情
報
と
景

観
情
報
の
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
二

十
四
時
間
ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
ま
す
。
ラ

イ
ブ
映
像
カ
メ
ラ
は
、
公
共
施
設
や
河
川

流
域
、
港
湾
周
辺
な
ど
を
中
心
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
避
難
場

所
に
な
る
公
共
施
設
の
テ
レ
ビ
に
も
映
像

が
送
信
さ
れ
、
町
内
の
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

域
の
伝
統
的
な
職
人
芸
や
地
場

産
業
の
製
造
技
術
、
個
人
の
趣

味
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
、
仕
事
場
や

個
人
宅
で
公
開
す
る
、
住
民
主
体
の
博
物

館
で
す
。
紀
宝
町
内
に
は
園
芸
、
盆
栽
、

折
り
紙
、
絵
画
、
昔
の
農
機
具
、
郷
土
資

料
な
ど
展
示
物
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

い
る
の
が
特
色
で
す
。
地
場
産
業
で
は
、

古
式
の
天
然
醸
造
酢
づ
く
り
を
し
て
い
る

「
み
ふ
ね
酢
醸
造
博
物
館
」
が
製
造
工
程

を
公
開
し
、
館
長
に
よ
る
解
説
を
行
っ
て

い
ま
す
。な

が
ら
の
手
法
で
造
ら
れ
る
天

然
醸
造
酢
で
、
成
川
地
区
の
中

野
商
店
の
看
板
商
品
で
す
。
昭
和
十
四
年

の
創
業
時
か
ら
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
古

式
醸
造
法
は
、
米
を
ど
ぶ
ろ
く
状
態
に
し

て
、
三
メ
ー
ト
ル
あ
る
杉
の
大
樽
で
数
回

自
然
発
酵
さ
せ
た
後
、
半
年
間
寝
か
せ
て

熟
成
さ
せ
ま
す
。原
材
料
に
も
こ
だ
わ
り
、

契
約
栽
培
で
生
産
さ
れ
た
酢
に
最
適
な
品

種
の
特
別
栽
培
国
産
玄
米
を
一
〇
〇
％
使

用
し
て
い
ま
す
。
機
械
を
使
え
ば
六
時
間

足
ら
ず
で
で
き
る
と
こ
ろ
を
敢
え
て
半
年

か
け
て
造
ら
れ
る
酢
は
、
口
当
た
り
が
ま

ろ
や
か
で
風
味
が
あ
る
と
ク
チ
コ
ミ
で
評

判
が
広
ま
り
、
全
国
の
寿
司
屋
さ
ん
か
ら

注
文
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

生
メ
ダ
カ
の
保
護
活
動
を
中
心

と
す
る
自
然
保
護
活
動
を
通
じ

て
地
域
住
民
の
交
流
と
自
然
と
の
共
生
を

め
ざ
す
、
平
成
十
六
年
に
発
足
し
た
自
然

保
護
グ
ル
ー
プ
で
、
約
百
名
の
会
員
が
い

ま
す
。
野
生
メ
ダ
カ
が
棲
息
す
る
井
田
地

区
の
休
耕
田
に
は
、「
メ
ダ
カ
の
学
校
」

父
母
会
に
よ
っ
て
、
手
作

り
の
観
察
用
木
製
ベ

ン
チ
や
木
の
橋
が

設
置
さ
れ
、
児
童

た
ち
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
行

ナ
メ
コ
栽
培

ナ

は
行

防
災
カ
メ
ラ

イ

ま
行

ま
ち
か
ど
博
物
館

地み
ふ
ね
酢

昔

め
だ
か
の
学
校

野

布
引
の
滝

湯

きほうの宝辞典



兵庫県 

京都府 

滋賀県 

三重県 

紀宝町 

奈良県 

大阪府 

和歌山県 

平成18年１月10日、紀宝町と鵜殿村が合併して誕生した紀宝町
は、紀伊半島の南東部に位置し、北は御浜町、西は熊野市、南
は熊野川をはさんで和歌山県新宮市と接しています。総面積は
79.66ｋm2で、北西部は紀伊山地に属する山々が広く分布し、
相野谷川をはじめとする河川流域の平地には水田が開け、丘陵
地にはみかん畑が広がっています。南東部の鵜殿港周辺は、製
紙工場や製材工場が立地する工場地帯を形成しています。

紀宝町

紀宝の「宝」の文字をモチーフに、海、山、
川がもたらす恵みの豊かさをイメージしなが
ら、躍動感溢れる曲線のリズムで人と大自然
の共鳴を表現し、力強く前進し未来に飛躍し
ようとする紀宝町の活力を象徴しています。

町章

大里地区

井田地区

鵜殿・成川地区

0102040608101214161820222426363841

CONTENTS

新
し
い
ま
ち
が
産
声
を
あ
げ
た
。
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。
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光
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無数の宝がまちを魅力的に輝かせている。それが、紀宝町です。 

きらきら光る・ひろがる 紀宝の宝 
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